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＜連絡事項＞

· 本日で健康診断終了。レントゲンも忘れずに行うように。

· 今日の午前中に北病棟患者様（島浦美千男様と沢田三郎様）が見学されています。

· 本日、午後14時から巴勇樹様見学予定となっています。

＜外来情報＞

・関　秀治　　様～バスに乗った際に、信号機でバスが止まり、ドアのところに乗りたがっている人がいたが、運転手は気づかなくそのまますすんでしまったとの事。それを運転手に言えなかった事を後悔しているとの話している。職親に関しては「早く終われるようになった。3年で雇用期間が終わるし、週2回の職親でいいのかと思って親に相談したら、親もそのままでいいって」と主治医へ話していたとの事。青明舎には相談していないとの事で、主治医より、そのままでいいと伝えている。

・村田　昭一　様～血圧安定している。特に変わりはないとの事。

・横町　浩　　様～どもりは良くなったとの事。歩いた後は寝ていて、水分を取らないようにしているとの事。主治医より食事と運動をするようにするようにと話されている。

・北嶋　剛　　様～鼻水、喉、咳の訴えあり、トラサミン3錠、ノムチーム3錠5日分処方となっている。糖尿病の為、インスリンを実施しているが、時折、むしょうに食べたくなる事があり、ストレスになっているとの事。春になったのでデイケアに行こうと考えていると話し、主治医には、糖尿病も安定しているのであればいいんではないかと伝えている。

・田名部　一樹様～「1回デイケアを休んだ。疲れて10時間寝た」と話している。薬2週間分処方となっている。デイケアのSSTで出された宿題も行っていたとの事。

・伊籐　雄一　様～気分、睡眠安定しており、自分のペースで過ごす事が出来ていると話している。ゴールデンウィークでは、妹の所へ行き、今後の事について相談してくると話していたとの事。

・関口　弾　　様～胃潰瘍の薬は、3回分つかったとの事。変化はないと話している。

＜利用者様情報＞

・八木橋　牧雄様～現在の様子として、昨年の10月以降ナイトケアに連絡がなく、無断で休まれている。外来受診に関しては、今年の1月25日以降受診されていない。本人に電話するも連絡が取れない状況となっていた。2月には、仕事を自主退職しており、その際は、上司が保護者となっていたが、現在は、保護者はいない。元上司によると「本人には会っていないが、アパートの電気は付いていた」とのこと。主治医へ相談した結果、ナイトケア退所の運びとなっている。今後の動きとして元上司に本人様がナイトケア退所となる事を報告し、電話連絡にてナイトケア退所となることを伝えている。

（電話連絡がとれない場合には手紙で伝える）
・平　康子　　様～昨日、体調不良の為、欠席しています。本日、来所されていますが、咳が多く、体温37.0℃。その後、36.9℃となっています。帰って休むよう促しますが「いい」と帰られず、様子観察としている。

・本多　英之　様～本日、歯科受診の為、欠席しています。その事について、本人より連絡がなく、　

青山荘に連絡し確認している。

⇒今後、休む時はきちんと忘れずに連絡するよう繰り返し説明していく。

· 其田　淑子　様～「○○さんと一緒にトイレ掃除したくない。キレイにしても○○さんが汚くする。　

だから嫌だ。一人でやればいい」と特定メンバーを名指しし話しており、スタッフ介入にて落ち着かれている。

⇒今後、スタッフが介入し掃除の仕方について説明して行く。

＜プログラム検討＞

１）評価シートの見直し
· 評価項目の文章表現に、抽象概念で理解しなければならない記述は避ける。

· 程度や頻度など、より具体的な質問内容で記載する。

· 評価期間を明確にし、記載欄を設ける。

· 実施時期については完成後に、他スタッフと相談しながら決定する。

· 評価シートの見直し終了後、稟議書作成し提出予定。

３）週間プログラムについて

· デイナイトケアの週間プログラムを作成。（添付資料①）

· デイナイトケアのプログラム担当を決めている（デイケアと担当者は合同）。
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デイナイトケア週間予定
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各プログラムは、明日（4/25）までを実施項目の提出期限としている。

２）新規プログラムのテキストについて

・プログラムテキストは、16日の人事異動があった為、担当者を変更。新しいスタッフも流れを把握する事が出来るように2名ずつで配置している。

・人事異動前の担当者が１クール分の実施項目作成を行っている為、項目を見直して新担当者で内容（テキスト）を作成していく。
（担当者一覧　以下記載）

	
	プログラム
	異動前担当
	異動後担当

	疾病管理
	服薬・疾病教室
	木村
	木村・服部

	
	リラクゼーション
	小笠原
	中野渡・中居

	
	健康管理
	上野
	上野・服部

	身体管理
	栄養指導教室
	山田
	山田

	
	体重管理
	中居・山田
	中居・山田

	
	運動療法
	中居
	

	作業能力
	レクリエーション
	上平
	小松・兵藤

	
	作業療法
	下館
	下舘・若木

	生活管理
	家事動作訓練（衣）
	上平
	小松・中居

	
	日常生活動作（食）
	川井
	川井・山田

	
	生活管理（住）
	木村・中野渡
	木村・中野渡

	
	社会適応能力
	川井
	川井・中野渡

	
	ＳＳＴ
	中野渡
	中野渡・川井

	
	能力訓練
	小笠原
	上野・兵藤（就労）


・5/8（木）テキスト状況を報告　　（担当者：木村、中野渡）

・5/15（木）テキスト締切日。

＜事例検討＞

検討内容：デイナイトケア治療計画

○奥山　以依子様（58）統合失調症　

　デイナイトケア利用開始日：平成20年4月4日

～治療計画（以前）～

· 長期入院による能力低下が見られる為、自分の事は自ら出来るよう援助する。

· プログラムへの参加を通じて、社会性の獲得を目指す。

· 運動プログラムの際に身体の動かし方を説明し、転倒の危険性を理解していただく。

～デイケアでの様子～

· プログラムでは、きちんと最後まで参加する事はできている。

· 運動時に、オーバーな動きをしグラつく事もあるが対処は出来ている。

· 利用者とも適度に交流ももたれている。

· 自分が思っている事をスタッフに伝えれる。

～青風荘より～

· 青山荘での生活を低下させない支援を行い、出来ない部分もあるが、能力を低下させず幅を広げる事が出来るような支援を行って行く事としています。

· 入浴時、洗髪、洗身がうまく出来ずにいる為、介入が必要。

　　　　　　　　　　　　　　　　

↓

～今後の治療計画～

· 対人的な関わりについて、スタッフを交えて実践していく。

· SSTのプログラムを活用して、他メンバーやスタッフに気持ちを伝えていく。

～今後の対応～

・入浴が、上手く出来ずにいる為、今後、見守りが必要なグループに変更し様子観察する。










